
12かすみがうら

▼投稿作品（俳句・短歌・川柳）を募集しています。 3月1日金までに情報広報課（〒300-0192　大和田562番地）へお願いします。

なお、 応募多数な場合には掲載されない場合がありますのでご了承ください。
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市
体
育
協
会
少
林
寺
拳
法
協
会

少
林
寺
拳
法
は
、
昭
和
22
年
、
香
川
県

多
度
町
に
て
宗
道
臣
が
開
創
し
ま
し
た
。
中

国
満
州
で
敗
戦
を
し
た
の
ち
日
本
に
帰
る
が

荒
廃
し
た
祖
国
と
将
来
に
希
望
の
な
い
青
少

年
に
何
と
か
自
信
と
勇
気
を
持
っ
て
も
ら
い

た
い
と
の
一
心
で
、
当
時
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
武
道
禁

止
令
が
出
て
い
る
中
に
お
い
て
、
は
じ
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

少
林
寺
拳
法
は
六
百
数
十
種
に
お
よ
ぶ
技

を
学
ぶ
昜
筋
行
と
、
正
し
い
調
息
を
用
い
座

禅
を
す
る
鎮
魂
行
と
な
る
拳
禅
一
如
に
よ
る

自
己
確
立
を
目
的
と
す
る
修
行
法
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
そ
の
教
え
は
自
己
に
と
ど
ま
ら
ず

社
会
に
寄
与
で
き
る
人
を
育
て
る
こ
と
、
人

づ
く
り
に
よ
る
国
造
り
を
実
行
し
て
い
る
社

会
教
育
団
体
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
大
き
な
二

本
柱
、
拳
禅
一
如
、
力
愛
不
二
の
法
門
と
し

て
日
本
は
も
と
よ
り
世
界
各
国
に
も
広
が
り

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

市
少
林
寺
拳
法
は
平
成
20
年
に
市
体
育

協
会
に
加
盟
し
狩
野
平
左
衛
門
岳
也
会
長
を

主
に
茨
城
千
代
田
支
部
と
茨
城
出
島
支
部

の
合
同
で
健
康
増
進
、
護
身
連
担
、
精
神
修

養
を
積
み
重
ね
つ
つ
、
市
民
の
た
め
の
一
助
を

心
掛
け
自
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

市
体
育
協
会
太
極
拳
部

市
体
育
協
会
太
極
拳
部
は
設
立
し
て
30

有
余
年
に
な
り
ま
す
。
太
極
拳
は
、
深
く
呼

吸
を
し
て
ゆ
っ
く
り
し
た
動
き
の
全
身
運
動
で

す
の
で
年
齢
に
関
係
な
く
、
い
つ
ま
で
も
無
理

な
く
行
え
る
健
康
法
で
す
。

現
在
、
会
員
は
26
人
程
で
す
が
、
週
１
回

の
練
習
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

市
の
イ
ベ
ン
ト「
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア
」

や「
か
す
み
が
う
ら
祭
」な
ど
に
参
加
し
て
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
全
国
規
模
の
楊
名
時
健
康
太
極
拳

協
会
に
所
属
し
、
茨
城
県
支
部
の
活
動
に
も

参
加
、
年
３
回
の
研
修
で
他
地
域
の
人
々
と

も
交
流
し
て
い
ま
す
。

只
今
会
員
を
募
集
中
で
す
。
ス
ト
レ
ス
を

解
消
し
、
新
陳
代
謝
を
促
進
、
老
化
防
止
に

な
り
ま
す
の
で
、太
極
拳
に
興
味
の
あ
る
方
は
、

気
軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

【
練
習
日
】　

毎
週
火　
午
後
7
時
30
分
～
9
時

あ
じ
さ
い
館

毎
週
木　
午
後
1
時
～
3
時　

志
士
庫
地
区
公
民
館

【
連
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先
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０
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９
（
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９
７
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９
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八
幡
勇
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問  
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見青

文
芸
ひ
ろ
ば

詠
歌
の
紹
介

千
代
田
俳
句
同
好
会

鳥
声
や
雲
ひ
と
つ
な
き
初
日
の
出	

桜

井

筑

蛙

し
っ
か
り
と
大
地
を
つ
か
み
冬
の
草	

中

島

暉
子

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
試
着
し
て
み
る
四
日
か
な	

萩

原

初

枝

順
調
に
老
い
て
い
ま
す
の
年
賀
状	

福

田

妙

子

初
詣
橋
に
並
び
て
日
の
出
待
つ	

山

内

勝

昭

出
島
短
歌
会

何
を
す
る
に
あ
ら
ね
ど
仰
ぐ
冬
空
に
雲
の
分
布
か
空
は
水
色	
飯
島
ヒ
ロ
エ

開
け
ゴ
マ
み
た
い
な
ド
ア
が
開
か
れ
て
仏
壇
あ
ま
た
眠
り
て
お
り
ぬ	
岡

田

恭

子

富
士
山
の
て
っ
ぺ
ん
ふ
わ
り
雲
一
つ
今
年
は
き
っ
と
良
い
年
な
ら
ん	

名
倉　

 

子

秋
深
き
も
み
じ
の
谷
を
見
下
ろ
せ
ば
崩
れ
し
厚
真
を
思
い
出
し
ぬ	

仲
谷
香
代
子

投
稿
作
品

ど
ん
ど
焼
き
皆
う
た
踊
る
児
等
は
し
ゃ
ぐ
燃
え
て
う
つ
り
し
あ
あ
幸
の
花	

篠

塚

紫

峰

紫
峰
よ
り
世
を
つ
ぐ
年
の
無
事
な
る
を
お
も
い
念
い
し
昇
る
初
陽
に	

中

島

良
平

芽
吹
く
ま
で
枯
葉
を
つ
け
て
柏
木
の
冬
空
寒
き
今
日
も
暮
れ
ゆ
く	

石

塚
　

清

成
人
式
の
孫
の
背
中
の
逞
し
さ
何
見
据
え
て
か
虎
視
眺
眺
と	

菅

谷

咊

子

朝
夕
に
望
む
筑
波
嶺
あ
い
深
く
霜
枯
の
畦
野
鳥
む
れ
飛
ぶ	

沽
野
は
つ
子

背
を
越
さ
れ
子
に
注
文
を
つ
け
て
立
ち	

や
ま
ぐ
ち
い
さ
む

カ
ツ
丼
と
恥
じ
ら
い
つ
つ
も
な
お
み
節	

い
い
だ
い
さ
を

紫
陽
花
俳
句
会

柚
子
風
呂
に
遊
ぶ
遠
き
日
の
私	

久
保
庭
悦
子

初
み
く
じ
大
吉
し
か
と
握
り
し
め	

車

田

き
み

柏
手
の
家
内
安
全
初
筑
波	

田
能

幸

雄

お
年
玉
出
し
て
も
ら
ひ
て
座
の
始
め	

福

田

宏

通	
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2 月2日、 多目的運動広場を会場に、 第14 回市民マラソン大会を行いました。

マラソンと駅伝の男女年齢別16 部門が開催され、 参加したランナーは総勢 772 名。 天候にも恵まれ、

最高のコンディションの中でのレースとなりました。

駅伝では、 チーム一丸となってゴールを目指しタスキをつなぎ走る姿に、 仲間との絆を見ることが出来ました。

親子マラソンでは、 「放課後、 一緒に練習をしてきました」 「マラソン大会を通じて子どもと触れ合えることが

できてすごく嬉しいです」などの感想があり、 親子のコミュニケーションが広がるきっかけとなったことでしょう。

沿道の力強い応援とランナーの爽快な笑顔があふれる大会となりました。

問 スポーツ振興課　

 【男子1･2･3 年】①来栖凰雅 ②佐野蒼維 ③野口匠

 【女子1･2･3 年】①伊東琴美 ②坂本結咲 ③根本莉里南

 【男子 4･5･6 年】①齋藤涼太 ②君山世成 ③長島司

 【女子 4･5･6 年】①星野愛美 ②大久保杏莉 ③佐藤こころ

 【男子駅伝】①霞ヶ浦 SSS　A ②千代田A　③霞ヶ浦北 SS　A

 【女子駅伝】①かすみがうら陸上クラブ女子 ②シルバーラビット

　③千代田ティンカーズ

 【男子親子マラソン】①石橋晟 ・ 石橋正平

　②竹井勇飛 ・竹井龍太郎　③片外龍・片外喜久

　【女子親子マラソン】①岩田莉乃・ 岩田貴宏

　②君山芽生・  君山博昭　③永井寿莉・ 永井哲

小学生の部

【中学生男子】①齊藤生真②栁澤明人③古渡春樹

【中学生女子】①村上晴瑠菜②長谷川茉南③中務柚那

【男子駅伝】①霞ヶ浦中学校陸上競技部

②そこにいていいのか？受験生　③下中野球部Ｂチーム

【女子駅伝】①霞ヶ浦中学校陸上競技部

②下中女子ハンドＡ ③下中女子ハンドＣ

中学生の部

【一般男性】①山崎重武 ②辻井正紀 ③野口博之

【一般女性】①初鳥恵子 ②宮本聡美 ③森作節子

【男子駅伝】①甲子園 ② 出島走友会 A ③古典Ｂ

【女子駅伝】①現代社会

一般の部

※ 結果の詳細とフォトアルバムはスポーツ振興課ホームページにも掲載しています。


